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Ⅰ・島根県高等学校新人バレーボール大会（中国新人大会予選） 報告！ 

本格的な冬を迎えた１２月１８日（金）から３日間の日程で浜田市、江津市にて令和２年度島根県

高等学校新人バレーボール大会兼中国高等学校新人バレーボール大会島根県予選大会が開催

されました。新型コロナウィルス感染症の感染拡大が止まらない中での開催となり、感染防止策とし

て観戦者の入場制限を５名（12/18）、１０名（12/19）、１５名（12/20）と非常に少ない人数に制限し、

最終日の競技方法も変更しての開催となりました。１１月に開催された島根県高校選手権大会では、

津和野高校初のベスト４（第３位）という大躍進を皆様にお見せすることができ、今大会には大変多く

の方々から「ぜひ応援に行きたい！」、「選手の成長した姿を見たい！」とお問合わせをいただきまし

た。しかしながら、ご希望に添えず大変申し訳ありませんでした。新型コロナウィルス感染症が終息し、

再び大応援団を編成できる日が来ましたら、ぜひご来場、ご声援を賜りたく存じます。 

 試合は初日の予選グループ戦では、開星高校さんと松江北高校さんとの対戦。いつものことなが

ら、出足が悪く、なかなかリズムに乗れない展開でしたが、県選手権で日頃の練習や取組みに自信

を持った選手たちは最後まで慌てず、落ち着いてプレイし、全試合２－０のストレート勝ちで２勝する

ことができ、予選グループ戦 1 位でベスト 8 決定戦に駒を進めることが出来ました。ベスト 8 決定戦

は松江商業高校さんとの対戦となりました。真っ向勝負の津和野と駆け引きの松江商業高校さんと

の対戦は、拮抗した試合が予想されましたが、序盤から津和野が自分たちのリズムで試合をリードし、

２－０のストレートで勝利することが出来ました。２大会連続でのシード権獲得です。 

 そして、大会 2 日目はベスト８チームを 2 つのグループに分けて戦うリーグ戦。今大会は、感染予

防策として試合数を減らすために、この４チームリーグ戦で 1 位となったチームが最終日に決勝戦を

戦い、グループ2位・3位のチームが最終日にもう一方のグループ 2位・3位と対戦し、3位から 6位

までを決定するという競技方法となりました。前回のベスト４を上回るには、１勝することが絶対条件と

なる 2日目を迎えました。 

 初戦は、県選手権でベスト４をかけた準々決勝で対戦した松江南高校さん。県選手権での敗戦の

リベンジへの思いは相当なものだと覚悟して望みました。覚悟はしていたものの、序盤からリードを

許し、そのまま終盤へ。サーブカットが不安定な津和野は、思うように攻めきれず 1 セット目を奪われ

ます。2 セット目は、レシーブが乱れながらも、粘りのバレーで６点差を追い上げ、24－24 のデュース

とするも、松江南高校さんの執念が上回り、24－26 と０－２のストレートで敗戦。さらに 2 試合目は、

優勝候補の安来高校さんとの対戦。力の差を見せつけられ０－２のストレートで敗戦しました。 

最終日の順位決定戦進出へ後がなくなった津和野ですが、対戦相手の松江市立女子高校さん

も同様。緊張の一戦が始まりました。津和野の選手たちは、2 日目のリーグ戦を始めて戦うため、リー

グ戦の戦い方がわかりません。1 試合負けても、次の試合に勝てば上位進出のチャンスがあるという

のがリーグ戦です。試合直後の気持ちの切り替えが勝敗を左右すると言っても過言ではないのがリ

ーグ戦ですが、やはり声も出ず、足も動かず、戸惑ったまま 1 セットを奪われます。しかし、2 セット目

は開き直って、津和野が終始リードする展開となり 25－17 で勝利します。そして勝負の 3 セット目が

始まります。3 セット目は、松江市立女子高校さんの猛攻。全体的にミスの多かった津和野は、最終

セットでもミスが目立ち、思うようにリズムに乗ることが出来ず、終始リードを許し 19－25 でセットを奪

われます。セットカウント１－２で敗戦し、グループ４位という結果（第７位）で、津和野の県新人大会

は終わりました。最終日に進出ならず、県選手権の順位を上回ることが出来ませんでした。大会を通

してサーブとレセプション、そして相手スパイクへの対応といった多くの課題が見つかりました。 
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 【 試合結果 】  ＊詳細裏面 

予選グループ戦   ○ 津和野 ２｛ 25-13 25-16 ｝０ 開星 ● 

     （12/18）   ○ 津和野 ２｛ 25-21 25-20 ｝０ 松江北 ● 

              ○ 津和野 ２｛ 25- 6 25-16 ｝０ 松江商業 ● 

 ４チームリーグ戦  ● 津和野 ０｛ 15-25 24-26 ｝２ 松江南 〇 

（12/19）   ● 津和野 ０｛ 10-25 18-25 ｝２ 安来 〇 

              ● 津和野 １｛ 19-25 25-17 19-25 ｝２ 松江市女 〇 
 

※ａグループ4位 2日目敗退 
 

【 最終順位 優勝・安来 準優勝・大社 第 3位・石見智翠館 第 4位・出雲農林 】 

上位4 チームは、中国新人大会（広島市・2/12～2/14）への出場権獲得 
 

今回の県新人大会で令和２年度の県大会は、全て終了しました。悔いが残りますが、この悔しさを

バネに、また一から練習し、来年４月に開催の中国高校選手権大会島根県予選では再び上位進出

を目指します。チームのモットーである『ＧＲＩＴ』の精神で、一日一日を大切にし、技術とチーム力、

そして人間力の向上に努めてまいります。 

ご来場いただけませんでしたが、日頃からご支援ご声援いただいている皆様、ご来場いただいた

保護者の皆様に心からお礼申しあげます。そして、新型コロナウィルス感染症の一日も早い、終息を

心から願うばかりです。関係の皆様、本当にありがとうございました。 

  

Ⅱ・今年の世相を表す漢字一字が決定！    （ミツ・ビツ／ひそかに・こまかい） 

今年の漢字一字は、『密』（公財日本漢字能力検定協会）。新型コロナウィルス感染症が日本を含め、

世界的に流行し、年始めから現在に至るまで日々の活動が制約された一年でした。感染予防対策

として「３密（密閉・密集・密接）を避ける」という言葉が多く発信され、多くの人々が常に「密」を意識し

ながら行動するようになりました。また、「密」を避けるための新しい生活様式が提唱され、リモート会

議やオンライン飲み会など物理的距離があるなかでも「密」に人との関わりを持つことが出来ると感じ

た人も多かったようです。そして来年こそは、対面で「密」に人との関わりを持てるようにという願いも

込められています。あらに政界や芸能界では、日本学術学会の一部会員の任命拒否が内「密」に行

われた問題や、「密」会放道や薬物報道など、「ひそかに」という秘「密」の意味で使われることがあっ

たことから、今年の世相を表す一字として「密」が選ばれました。 
 

今年は、本当に新型コロナウィルス感染症の流行により、誰もが先の見えない不安を抱え、不便

を強いられた年でした。高校でもたくさんの学校行事が中止や延期となり、部活動も県総体の中止

など、高校生は日頃の成果を発揮する場を失いました。一日も早く、この感染症が終息し、私たちの

日常を取り戻せる日が来ることを心から願っています。 
 

【大会予告】 
 

     大会名   令和２年度冬季石見地区高等学校バレーボール選手権大会〈仮称〉 

     開催日   令和３年１月３０日（土）・２月６日（土） 

      ※会場および組合せは決定次第、津和野高校ホームページにアップします。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
“ツコウ”の今をお届けします！ 
様々な情報発信を心がけています。 

ぜひホームページを訪れてみてください。 

 学校生活や寮生活、部活動に関するニュース満載！ 

http://tsuwano.ed.jp/ 
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